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研究成果の概要（和文）：本研究では，国内外の高専予備教育と高専・大学との円滑な接続教育の実現を目指し
て電子ポートフォリオと整備し，優れた教育研究事例の収集と情報共有を行うことを目指した。2022年から
「KOSENプロフェッショナル・コミュニケーション研究会」を立ち上げ，日本語教育実践を多面的に検討するこ
とを通じて日本人学生に対する外国語教育にも応用可能なコミュニケーション教育のあり方を探求していくこと
を表明した。2023年は，豊橋技術科学大学，INTEC Education college，木更津高等専門学校から4名の講演者を
招聘し，海外の予備教育プログラムと受入れ大学・高専の教育交流活動について情報共有を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we established an 'electronic portfolio' as a platform to 
promote interaction between overseas KOSEN faculty and Japanese language education experts both 
domestically and internationally. Our aim was to collect and share exemplary educational research 
cases to achieve smooth articulation education between preparatory education for KOSEN schools and 
KOSEN/university programs both in Japan and abroad. In 2022, we launched the KOSEN Professional 
Communication Research Association to explore various aspects of Japanese language education 
practices in KOSEN schools worldwide. This initiative also aimed to identify communication education
 methods applicable to foreign language education for Japanese students. In 2023, we invited four 
speakers from Toyohashi University of Technology, INTEC Education, and Kisarazu KOSEN to share 
information on preparatory education programs overseas and educational exchange activities between 
receiving universities/KOSEN schools.

研究分野：技術者教育

キーワード： 教育プログラムの連続性　教育機関連携　キャリア支援 　進学予備教育　教師教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本科研メンバーを中心に立ち上げた「KOSENプロフェッショナル・コミュニケーション研究会」で，日本語教育
に関わる研究者・実践者と高専において留学生への教育・研究指導に携わる一般教育ならびに専門教育関係者と
の情報共有を通じて，現実の外国人留学生への教育の諸課題の解決を目指していきたいと考える。特に，国内外
の高専予備教育と高専・大学との円滑な接続教育（articulation）の実現を目指して，優れた教育研究事例の収
集と情報共有を行っていく。さらに，技術者のためのコミュニケーション教育への展開を見据えて，研究者と教
育担当者との議論の場として年次発表会を計画して高専関係者に参加を呼びかけている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

本研究が対象とする「KOSEN（高専）教育」とは，現在，日本の工業高等専門学校（高専）で
行われている「ものづくりなど職業キャリアにつながる実践的な教育内容を含む工学教育プロ
グラム」の総称をいう。高専は，1950 年代に高度経済成長期の技術者不足を解決するために，
産業界からの強い要請により設立された。工学教育を効率よく実施するために，1 年次（中学卒
業）から 5 年次（大学 2 年相当）までの 5 年間に，一般科目（数学，物理，化学，国語など）と
大学レベルに準じた専門科目を「くさび型」に配置するカリキュラム構成を特徴とする。 

急速に工業化が進むタイ，モンゴル，ベトナムなどのアジア諸国から，工業技術者を養成する
高等教育機関として「KOSEN」が注目を集めている。特に，モンゴルでは，日本の高専卒業生
が中心となって 2013 年から 2014 年にかけて三つの高専が設立された。しかし，博士号取得者や
日本企業経験者などの教育研究能力の高い教員を現地で採用することは難しく，短期派遣の高
専退職教員から指導を受けながら，プログラム運営している。加えて，高専は，一般科目と専門
科目をくさび型に配置した 5 年間の一貫制教育であるため，カリキュラム間の関連性を理解し，
プログラム全体を把握できる人材を海外で確保することは難しい。 

この状況を改善し，海外の KOSEN を自立させるためには，専門科目をよく知る「高専経験者
（卒業生・退職教員）」ならびに，海外で日本語教育を担当した「日本語教師」が教育助言者（メ
ンター）として現地教員を支援する体制を整えていくことが有効である。 

そこで，ネットワーク上に電子ポートフォリオを整備し，海外の高専教員がメンターとともに，
自らの教育指導上の問題点とその改善策を提案し，教育データを用いてその効果を検証する環
境を整備する。さらに，これらの教育実践例，改善策，教育データは，国内外の高専関係者で共
有され，現地に合わせた効果的な KOSEN カリキュラムの開発，ならびに専門教員への教育能力
開発に利用されることを目指す。 

 

２．研究の目的 

本研究では，海外 KOSEN 教員が国内外の高専教育経験者ならびに予備教育を担当した日本語
教育専門家らと協力して，電子ポートフォリオ上に蓄積された教育実践データと高専くさび型
カリキュラムと関連付けることで，国内とは異なる環境に合わせた高専カリキュラムの開発の
支援を目指している。そのために 3 チーム（①ポートフォリオ班，②工学カリキュラム班，③日
本語教育班）を組織して，以下の 3 つの研究課題に取り組んだ。 

(1) 海外の KOSEN 教員に対する持続的な FD： 

カリキュラム全体を改善するために電子ポートフォリオを整備し，「KOSEN 教育の国際展開」
に関わる知識・技術を，現地の専門教員，日本の高専教員，日本語教師などが相互に利用でき
るようにする。 

(2) 工学基礎教育と日本語教育の連携プログラムの開発： 

「工学基礎教育」と「低学年からの日本語教育」のカリキュラム開発を支援し，海外の KOSEN

教育の質保証につなげる。また，電子ポートフォリオ上に，適切に教育実践例を選択する「活
用指針」を明示して，海外の高専教員の教育プログラムの改良を援助する。 

(3)教育経験者と帰国日本語教師などの教育経験の共有化： 

「日本語人材」（日本語を学んだ外国人）が，現地の高専教員に対するメンターとして参加で
きるような仕組みを整え，産業人材育成のための知識・技術の共有化を目指す。 

 

３．研究の方法 

本研究では，海外 KOSEN 教員が国内外の高専教育経験者ならびに予備教育を担当した日本語
教育専門家らと協力して，国内外の高専教育実践データを蓄積し，海外高専の状況に合わせた高
専カリキュラムの支援を目指した。 

2020 年度（初年度）は，「工学カリキュラム班」と「日本語教育班」が中心となって，日本国
内の高専から多くの編入学生を受け入れている豊橋科学技術大学の担当教員にインタビューを
行った。2021 年度は，このインタビュー情報をもとに「工学カリキュラム班」と「日本語教育
班」が協力して，国内外の高専教育経験者へのアンケート調査を実施するための質問項目を準備
したが，十分なサンプル数を確保できなかった。 

この状況を改善するために，2022 年度は，国内高専教員と海外高専教員，さらに，高専学生
を受け入れる大学と高専との連携のあり方について検討する「KOSEN プロフェッショナル・コ
ミュニケーション研究会」を新たに立ち上げた。この研究会のキックオフ・シンポジウムは 2023

年 3 月 3 日にハイブリット形式で開催された。また，2023 年 3 月 16 日には「ベトナム国におけ
る KOSEN の国際協力の現状と課題」を共有するシンポジウムを木更津高専において開催して，
コロナ収束後の海外高専との連携についても議論を行った。 

これらの情報を海外 KOSEN ならびに留学生受け入れ機関との情報交換の内容を広く公開す
るために，研究会 HP（https://k-procom.jp/）を作成して教育事例を共有するためにポートフォリ
オを開発している。 



 

４．研究成果 

初年度（2020 年度）は「工学カリキュラム班」と「日本語教育班」が中心となって，国内外の
高専で行われている「くさび型カリキュラム」とその「教育実践例」を調査する。この調査に基
づき，高専カリキュラムの目的の整理とその実現に効果的な教育実践例に対応づける「活用指針」
を定めた。この「活用指針」を電子ポートフォリオ上に明示することで，海外の高専教員が教育
目的に応じて教育実践例を適切に選択することを援助し，主体的に行う教育プログラムの改良
をすすめる予定であった。特に，「工学基礎教育」と「低学年からの日本語教育」のカリキュラ
ム開発を支援し，海外の KOSEN 教育の質保証につなげることを目指した。日本国内の高専から
多くの編入学生を受け入れている豊橋科学技術大学 の担当教員にインタビューを行った。 

2 年目（2021 年度）は，初年度のカリキュラム調査に基づき，海外 KOSEN で実施可能な「工
学基礎科目と応用科目の連携」と「初年次からの 5 年次までの日本語教育プログラム」を検討す
る予定であった。しかし，国内外の高専教育経験者への連絡方法などが確立できず，十分なサン
プル数を確保できなかった。 

この状況を打開するため，アンケート形式でなく，直接，研究会方式での国内外の高専関係者
と大学関係者が情報交換を行う研究会を立ち上げることとした。2022 年度末に，国内高専教員
と海外高専教員，さらに，高専学生を受け入れる大学と高専との連携のあり方について検討する
「KOSEN プロフェッショナル・コミュニケーション研究会」を設立した。 

この研究会のキック・オフシンポジウムは 2023 年 3 月 3 日にハイブリット形式で開催した。
このシンポジウムでは，本研究会の設立目的として「国内外の高専での日本語教育実践を多面的
に検討することを通じて，日本人学生に対する外国語教育にも応用可能なコミュニケーション
教育のあり方を探求していく」ことを表明した。さらに，中国・四国地区の中心校である津山高
専の教員に講演を依頼した。また，高専留学生を多数受け入れている東京農工大学での教育プロ
グラムについても情報共有を行った。津山高専からは，国内高専の「留学生同士が交流できるオ
ンライン・イベント」の紹介が行われた。また，東京農工大からは理工系大学における言語支援
システムの開発が紹介された。 

最終年度（2023）は，豊橋技術科学大学，INTEC Education college，木更津高等専門学校から
講演者を招聘し，海外の予備教育プログラムと受入れ大学・高専の教育交流活動 4 件が紹介され
た。1 件目は，多くの高専卒業生を受け入れてきた豊橋技術科学大学の留学生相談担当者から，
留学生支援の具体的な事例が報告された。続いて INTEC Education college 東方政策プログラム長
から，マレーシアの対外政策とマレーシア予備教育機関である INTEC の歴史的な変遷，INTEC

での日本語と専門科目の教育プログラムが紹介された。3 件目は，木更津工業高等専門学校国際
交流センター長から，様々な国際教育プログラムの紹介と実施上の工夫が披露された。最後に，
同高専の国語科教員からは，国語科でのコミュニケーション教育に取り組むようになった経緯
が説明された。加えて，専門分野以外に興味を持ちにくい高専生の視野を広げ，意欲的に取り組
ませる授業のテーマ，進め方も紹介された。 

研究会の後半は，海外機関と日本の受入機関（高専・大学）との接続性を見据え，高専生のプ
ロフェッショナル・コミュニケーション力の養成をどのように行うかについてパネル形式で議
論を展開した。 高専ならびに大学において教育研究に関わる 7 名（大学教員 2 名・高専教員 5

名）が登壇し，高専生，ならびに外国人留学生に対する教育・指導経験に基づいて「プロフェッ
ショナル・コミュニケーション力をどのように養成すべきか」について意見を述べた。 

パネリストとして議論に参加したのは，会場の発表者 3 名に加え，研究会メンバー3 名であっ
た。パネルディスカッションのファシリテーターは，本郷智子氏が務め，特に，高専でのコミュ
ニケーション教育を実践する際の問題点と従来とは異なる日本語能力が不十分なまま入学する
外国人留学生に対する教育指導上の工夫について話し合った。また，「海外予備教育機関と日本
の受入機関との接続性」についても議論を行った。 

これらの活動内容を広く公開するために，研究会 HP（https://k-procom.jp/）において情報公開
を行っている。また，2 つのシンポジウムの内容については，日本高専学会の年次講演会ならび
に日本高専学会誌において報告した。 

本研究会では，日本語教育に関わる研究者・実践者と高専において留学生への教育・研究指導
に携わる一般教育ならびに専門教育関係者との情報共有を通じて，現実の外国人留学生への教
育の諸課題の解決を目指していきたいと考える。まずは，円滑な外国人留学生の受入を実現する
ために接続教育のための関係者間での情報共有が欠かせない。そのために JF（Japan Foundation：
国際交流基金）スタンダードに代表されるような日本語能力の評価指標を理数系分野に適した
内容に改変し，それに基づくカリキュラム案の作成と公開などに積極的に取り組んでいくこと
が必要である。 

次に，国内外の高専予備教育と高専・大学との円滑な接続教育（articulation：アーティキュレ
ーション）の実現を目指して，優れた教育研究事例の収集と情報共有を行っていく予定である。
さらに，留学生教育から技術者のためのコミュニケーション教育への展開を見据えて，研究者と
教育担当者との議論の場として年次発表会を計画しており，多くの高専関係者に参加を呼びか
けたいと考えている。これらの取り組みが，日本人学生らを世界に送り出すコミュニケーション
教育へとつなげていくことにも取り組んでいきたいと考える。 
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